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発見された脳動脈瘤のうち2例は、径が大きいため破裂予防治療の方針となりました。
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頸動脈プラーク
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頭部MRA検査の受診者数は1,570人で、70歳代の男性1名は歯科金属アーチファクトのため判定不能となりま
した。要精検者数は26人(1.7％)、治療中の受診者は14人(0.9％)でした。
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70歳以上の受診者のうち、男性の28人(26.4％)、女性の7人(12.3％)に所見が見つかりました。男性では、加齢
とともに有所見率が増加しています。

脳動脈瘤

内頚動脈狭窄

脳内血管狭窄様所見
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